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  平成 30年８月 31日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 ア ク ト コ ー ル 

代 表 者 名 代 表 取 締 役  平 井 俊 広 

（コード番号： 6064 東証マザーズ） 

問い合わせ先 専 務 取 締 役  菊 井  聡 

電 話 番 号 0 3 － 5 3 1 2 － 2 3 0 3 

 

 

会計監査人の異動に関するお知らせ 

 

当社は、当社の会計監査人であるひので監査法人と平成 30年８月 31日付で監査及び四半期レビュー

契約を合意解除することとなりましたので、以下のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．退任年月日 

平成 30年８月 31日 

 

２．退任する会計監査人の概要 

① 名 称 ひので監査法人 

② 所 在 地 東京都港区元赤坂一丁目２番 17-2805 

③ 業務執行社員の氏名 
羽入 敏祐 

宮下 圭二 

 

３．退任する会計監査人の直近における就任年月日 

平成 30年２月 26日 

  

４．退任する会計監査人が直近３年間に作成した監査報告書等における意見等 

 該当事項はありません。 

   

５．異動の決定又は異動に至った理由及び経緯 

 平成 30 年８月 15 日付で公表いたしました「過年度の有価証券報告書等の訂正報告書の提出および過

年度の決算短信等の訂正に関するお知らせ」にてお知らせいたしましたとおり、過年度の有価証券報告

書等の訂正報告書を関東財務局へ提出するとともに過年度の決算短信等につきましても訂正いたしまし

たが、過年度の有価証券報告書等の訂正報告書の監査レビューについては、当社からひので監査法人に
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対し経営者による内部統制の無効化を排除する経営体制の早急かつ抜本的な見直しを確約したうえで、

同監査法人による会計監査を受け、無限定適正の監査報告書・四半期レビュー報告書を受領いたしまし

た。 

その後、当社は、本件訂正に要した監査費用・時間的なスケジュール等も参考に、今後の経営体制のあ

り方、決算・監査スケジュールの観点及び経済的合理性の観点について社内協議いたしました。その結

果、同監査法人からご提示いただいた経営管理体制の見直しに係る前提条件等は、現時点の当社にとっ

ては負荷等が大きすぎるとの結論に至り、当社より監査契約の解除を申し入れ、ひので監査法人の会計

監査人退任について、当社と同監査法人の間で合意しました。当社は本監査契約解除の合意に伴い、会計

監査人が不在となる事態を回避し、適正な監査業務が継続的に実施される体制を維持するため、新たな

会計監査人の選定を進めております。 

また、ひので監査法人からは、監査業務引継ぎについての協力を得ることができる旨の確約をいただい

ております。 

なお、今後の有効な内部統制の整備、運用体制の構築にあたっては、平成 30年 9月中旬までを目処に

提出される予定の第三者委員会による追加報告書の内容を踏まえ、具体的に策定した上で実行してまい

ります。 

 

６．５．の理由及び経緯に対する監査報告書等の記載事項に係る退任する会計監査人の意見 

 特段の意見は無い旨の回答をいただいております。 

 

７．今後の見通しについて 

 同監査人の退任により、当社の会計監査人が一時不在となりますが、現在、なぎさ監査法人を候補者と

して、一時会計監査人の選定（平成 30年９月 28日を目処）を行っておりますので、正式に決まり次第お

知らせいたします。 

 

以上 


